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論 文 内 容 の 要 旨

C14-Dehydroepiandrosterone(D)及 び H3-DehydroepiandrosteroneSulfate(Ds)を 用 い て,

VandeWieleetalの解析原理に基づき, 副腎皮質性男性ホルモンD及び Dsの 1 日分泌量 (S上', SDS)

生産量 (PRD, PR工'S)相互転換率 (rDDS,rDSD), 不可逆性代謝率(rJ),rDS)を算出測定する方 法 を検 討

し, 特に抽出, 純化, 単離の方法を改良 した｡ この方法を用いて健常青年男女, 健常老年男子 (以上第 1

篇) 副腎性器症候群, クッシング症候群, 副腎癌, 卵巣のライデ ツヒ細胞塵, 甲状腺機能先進症, 甲状

腺機能低下症の各症例 .(以上第 2 篇) につき上記の各値を測定 し下記の成績を得た｡

1) 健常青年男子4例の SD, SDS, PRO,rDDS,rDSD,rD及び rDSの平均値は, それぞれ, 12･4±3･7

mg/day(以下単位省略), 2.6土1･0, 14･2士3･5, 5･5士1･6, 4･1±3･0, 4･8±3･0, 13･1±2･9, 1･9±1･2

であった｡

2) 健常青年女子4例のSD, sos, PRI', PRDS,rDDS,rDSD,rD及び rl'S平均値はそれぞれ9･1±6･5,

3.7士2.5, ll.1±5.4,8.9士3.8,9.5±5.6, 7.7±3.3,7.3±3.1,5.4±2.7であった｡

健常青年男女間には各値共, 推計学的に有意の差を認めなかった｡

3) 健常老年男子3例のSD, SDS, PRD, PRDS,rDDS,rDSD,rD及びrDSの平均値はそれぞれ2.6士0.9,

6.8土2.7, 5.8±2.3,8.6±1.9, 8.8士5.4, 10.1±6.2, 4.0 士1.9, 5.5士3.5であった｡

健常老年男子3例の SD, PRD及び rDは健常青年男子に比べて推計学的に有意の低値を示 した0

4) 先天性副腎皮質過形成による副腎性器症候群の女子3例では健常青年女子 に比 べ て, SD, SD良,

PRDS,rD及び rDSが推計学的に有意の高値を示 した0

5) 副腎癌による青春早発症の少年 1例では SD, SDS, PRD, PRDS,rDDS,rD及び rDSが非常な高値

を示 し特に SD の高値はこの患者の男性化 Virilizationの一因であったと考えられる｡

副腎癌の疑いの青年女子 1 例でも同様の成績を得たが,上述の少年に比べて高値の程度は軽度であった｡

6) 卵巣のライデッヒ細胞塵の青年女子 1例でも SD, SDS, PRゎ, PRDS,rDI)冒,rDS及び rII が高値で
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あった｡

7) 副腎皮質腺腫によるクッシング症候群の女子3例では, 健常青年女子に比べて各値共推計学的に有

意の差を示さなかった｡

8) 副腎皮質過形成によるクッシング症候群の男子2例では SD, SDS, PRD, PRDS, rDSD,rDおよび

rDSが高い傾向を示した｡

9) 副腎質腺腫 (病理組織学的には Adenomatoushyperplasia) によるクッシング症候群の男子1例

では SD, PRD, PRDS,rDDS,rDSD及び rDSがやや高値であったが, SDS,IrD, は正常値であった｡

10) 甲状腺機能克進症の男子 1例では各値共一般に低値を示し, 甲状腺機能低下症の女子 1例では各

値共一般に正常値であった｡ 甲状腺疾患についての測定は一般に困難であった｡

以上全体を通じてD及び Ds の分泌が Corticotropinと多少関連のある可能性を示唆 した.

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

副腎から分泌される男性ホルモンDehydroepiandrosterone(D)および D-sulfate(Ds)の 1 日分泌

量, 生産量を多数の対称について検討した報告は世界にいまだない｡ 辰巳は C14-DおよびH3-Ds を用い

健常青年男女および老令男子について, まずそれぞれの 1 日生産量 (SDおよびSDS), 産生量 (PRDおよ

びPRJ)S), 相互転換率 (rDDS,rDSD) および不可逆性代謝率 (rD,rDS)を求め, 青年男女間に有意の差

がないこと, また老年男子では青年男子に比LSD,PRDおよび rDは有意の低値を示すことを明らかにし

た｡ 次いで各種内分泌疾患患者について検討し, 先天性副腎過形成によるAGSや副腎癌による青春早発

症では DおよびDs の分泌量および生産量ならびに不可逆性代謝率はいずれも高値を示すこと, 副腎皮質

過形成によるク ツシンダ病ではD および Ds の上記各値はいずれも高い傾向を示すが腺鹿によるものでは

一定の傾向を認め得ないこと, また甲状腺機能克進症では D および Ds の上記各値が一般に低値を, ま

た低下症では正常範囲内にあることを明らかにした｡

以上のどとく本論文は健常および内分泌疾患の副腎皮質男性ホルモン分泌能を明らかにしたもので学術

的にも臨床的にも有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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